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MODEL-5852 


木製クラッシックラジオ 

"平ぶテクソ" 

/ 


取扱説明書 


このたびは「木製クラッシックラジオ’’平成テクノ’」をお買い上げいただきありがとうございます。 
お使いになる前に、おずこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

本書は保証書を兼ねていますので、紛失しないよラ大切に保管してください。誤った使巧により生じた 
損害に関しましては、当社は一切責任を負いませんので、予めご了承ください。 
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® AM/FM 切替ダイヤル③選局ダイヤル③電源-音量ダイヤル④麗局表示ウィンドウ 
⑤スピーカー ®DC ジャック③裏カバー⑨ FM アンテナ感電池ボックス（内部） 

⑩裏カバー開閉用指かけ巧 


0電源について（ラジオをお使いになる前に） 

〇家庭用のコンセントでお使いになる場合 

付属の AC/DC アダプターでご家庭のコンセントと本体裏側の愈 DC ジャックと接続してください。 

※付属のクラッシックラジオ専用アダプターをご使用になる場をは、別紙の取扱説明書をご覧くだ 
さい。また AC/DC アダプターをご使用の際には乾電池をすべて外してか5ご使用ください。 


〇乾電池でお使いになる場ち 

本体裏側の③裏カバーを開け、感電池 
ボックスに付属の単 2 乾電池 X 4 本を 
©©のち向に注意して、セットして 
<ださい。 


裏カバーの開閉の仕方 


1.裏カバーにある 
開閉巧指かけ巧に 
指を入れます。 




ラジオ用 



2.開閉巧指かけ巧に 
指を入れた5、そ 
のまま軽く、上に 
巧し上げます。 


































































































































3 .裏カバーを、巧し上 
げると、少し浮いた 
感じびします。 
そのまま手前に輕く 
引を寄せると浮き上 
びります。 



4.裏カバーび浮さ上びっ 
たら 、なに下へスライ 
ドさせるとがれます。 

己.裏カバーを、元に戻す 
場合は]〜4を逆の手 
リ眞でおこなって < ださい。 


^ラジオ使用方法 

1風 AM/FM 切替ダイヤル回して、 AM か FM かいずれかを選んでください。 

2. 風電源-音量ダイヤルをちに回すとスイッチが入り、音量び上がりますので、お好みの音量に 
調節してください。 

3. ③選局ダイヤルを回してお好みの局にあわせてお聴きください。 

4. FM 放送をラまく受信するには、 ®FM アンテナを動かして、壁や柱などにはわせて、一番良く 
聴こえる位置に固定してください。 

日. AM 放送をラまく受信するには、一番良く聴こえる方向にラジオ本体を動かしたり、向さを変え 
て < ださい。 

6.ラジオを聴き終えてスイッチを切る場合は、®電源•音量ダイヤルを r カチッ」と音びするまで、 
左に回してください。 

《FM 電波はその特性上、室内など場所によって受信しにくい場合があります。その際は FM アン 
テナや本体を電波の受信状況の良い場所を選んで使用してください。 

4 メンテナンス 

1. 長期間ご使用にならなし'!場含は乾電池を本体か5外してください。また、 AC/DC アダプターを 
コンセントか5抜いて<ださい。 

2. 気温が4日で。^上の場所には設置しないでください。 

3. テレビや電子レンジの側などの磁力の強い場所には設置しないでください。 

4. 本体に強い衝撃を与えないでください。 

己本体をベンジン•シンナーや洗剤•研磨剤などで磨かないでください。汚れた時は乾いた布や、 
水で濡らして固く絞った巧などで拭き取ってください。 


仕 様 


電 源：単2乾電池 X 4 本（イ寸属）、 AC / DC アダプター(付属）/ DC 6 V • 450 mA + 

周彼数 ： AM 540-1600 KHZ、F M 76-108 MHz 
スピーカー： 8 Q 
インピーダンス 


出 力： 0.5 W 

使用温度： -10 〜40で 


※上記の製品仕様は巧おのためじ予告なく変更する場合がありますので、ご了承く ださし、。 





■ 電波時計使用方法 

本製品のちラひとつの機能、電波時計は 
ラジオ部分とは別回路で構成されています。 
ここからは、電波時計の使巧法方について 
記しています。ラジオの取扱説明と合わせ 
てこち弓もよくお読みいただき、本製品を 
正しくご使巧ください。 


アラームマーク 



設定ボタン 受信ポタン 

^電液時計用の電池を入れる 

一 1.項目 2 の図を参照して付属の単4電池 1 本を電池ボックスに+— の方向にミち意してセット 


してください。 


2 .正しく通電すると『ピピピッ』と音が鳴り液晶表示が出ます。 （1 月1日、12 : 00と表示され、 
秒が進んでいるはずです。） 

3. 表示画面下、ちか52つめの [g® ボタンを一度巧すと、画面ち上角に受信が態を示すアンテナ 
マー ク鬟が点滅します。受信状態が良好な場を、4本の電波 マー クが点滅し、受信を開始します。 

4. 野外、庭先、ベランダ、空の見える窓隙など受信環境の良い場所で巳〜10分程度で受信に成 
巧するはずです。 

己.受信に成功するとアンテナマークび 点滅 か5、すべて 点！印 伏態 獲 に変わります。時/分/秒、 
月/曰/曜日び正しく表示されているはずです。 （受信できない場合はアンテナマークがずベて 
消滅しまず。） 
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受信に成功しない場合 

1 ■ 場所を変えて再度 [ wm ] ボタンを巧して、しば5くお待ちください。 

3.それでもうまく受信できない場をは手動で時刻、年/月/日を合わせてください。（次項 7 参照) 


3.—度受信に失敗した場所でを、翌朝に成功している場合をあります。（夜中は上空の電離層の 
状態が良くなりまずので受信の可能性び大きくなります。） 


4.また送信局のメンテナンスエ事などで送信が中断している場含をありますので、ご了承ください。 
(通常受信している場所でち、その時は受信でさません。） 



手動での時刻合わせ 

電波がうまく受信できない場合は、手動で時刻、年/月/曰を合わせることびできまず。 

※この時電波マークが点滅していない事を確認してください。（受信中はボタンが機能しません 
のでごま意ください。） 


1 . r 設定1 ボタンを3秒程巧すと、ピッと鳴り" 西暦年" が点滅します。 I 調節 I ボタンを巧して含 
わせてください。（曜日は連動して変わります。） 


2 .次に 菌定 I ボタンを巧すと" 月" が点ミ威します。 圖節 I ボタンを巧して含わせてください。 
























































3. 同様に [wwi 、 noBi ボタンで" 日"一"時"一"分"一"ゼ□巧" を合わせてください。 

4. 最後に [gM] ボタンを一度巧して、通甫表示にしてください。 

※時制は12時間制でず。 r 午前 J r 午を」 の表をび出ます。 


^ アラームの 設定 

1 . 1 アラーム I ボタンを3秒程押し続けると『ピッ』と鳴って、画面ち下の"時"び点滅します。 

2. nun ボタンを巧して"時"を合わせてください。 

3. 再度 Iアラーム1 ボタンを巧すど分"び点滅しますので ruBi ボタンで"分"を合わせてください。 

4. 最後に I アラーム I ボタンを再度押して時/分設定び終了です。 

己.にラーム J ボタンを1回短く巧すと画面ち上にアラームマーク ((•)) び点灯します。これで設定 
時刻になるとアラーム音び鳴0ます。 

日.再度 I アラーム I ボタンを巧すと Zz のマークび表れまず。（これは「スヌーズマーク」でアラーム 
を止めた後でを巳分後にちびアラーム音び鳴り、居眠り防止機能を意ほします。） 

※一度アラーム音を止めた後、ラっかりまた寝てしまラ事を防止するために、この設定をされて 
おく事をお勧めします。（:欠項 9-1 .参照） 

※アラーム設定を解除するときは、 I アラーム I ボタンを1回巧して<ださい。((*))、 Zz マークび 
すべて消滅し、アラーム、スヌーズ解除となります。これでアラーム音は鳴りません。 

〇| アラーム 音の止め方 

◎ スヌーズ設定している時：（(*))、 Zz び表示されている状態 

1 . 1 スヌーズ I ボタンを押すとアラーム音は一旦鳴り止みまずび、約已分をに再び鳴ります。(居お 
り防止機能）アラーム音は已分毎に繰り返され、スヌーズ機能び有効な間、 Zz マークは点滅 
しています。 

吕.アラームを完全に止めたい場合は、画面下をヌーズ I 外の4つのボタンのいずれかを押して 
<ださい。 

◎ アラーム設定のみの時： (〇) のみが表示されている状態 

どのボタンを押してち鳴り止みます。 



通甫表おの時に、西暦年を ffi 詔したい場合は ffe 定1 ボタンを1度巧してください。西暦年び表を 
され、約4〜已砂で自動的に通常表おに戻ります。 



通常表示の時、本体上部の 反 ヌース 1 ボタンを押すと画面ち横か旦バックライトび約己砂間点好 
します。日音闇で時刻表示を確認したい時に便利です。 
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電液時計について . 

•電波修正機能とは 

正確な時刻およびカレンダー情報をのせた標準電波を受信することにより、現在時刻を表おずる時計でず。 

•標準電液とは 

郵政當び運用している時刻情報をのせた電波で、福島県 （40 KHZ ) と佐賀県（己 OKHz ) で送信されています。標準電波の 
時刻情報はおよそ10巧年に1砂の誤差といラ超高精度を保つ『セシウム原テ時計 J によるものです。 

♦電波受信について 

送信巧からの受信範囲の目安は、条件によ0異な0ますびおおむね1日日0 
〜1200 Km です。ただし、天候、置さ場所、時計の向さ、時間帯あるいは 
地巧さや建物の影響などにぶって受信でをない場合びあ0ます。 

〈ごミ主意> 

※標準電波は、毎時1已分と4日分のを1分間はコールサインの送信を行ラ 
ため一部時刻情報の送信を中断します。 

※電波障害等にぶ0、誤った受信をした隙に、誤った時刻を表をする堤台 
びあります。このよラな時は、場所を蜜えて本体背面の RESET ボタンを 
ボールペンなどの先の細いをので巧して設定し直してお使い<ださい。 

※電波を受信でさない場合は、內蔵クオーツの精度で計時します。 

♦使用場所について 

本製品は、テレビやラジオと同様に電源を费信ずるちのです。ご使巧の隙はできるだけ、電波を受けやずい窓隙などにおいてく 
ださい。また、電波ノイズを発生させるをのの近<でのご使用は避けて<ださい。その他、なのよラな環境条件では正確に受信 
でをないことびあります。 

※ビルの中、ビルの谷間、地下。※高圧線、テレビ塔、電車の架線の近く。※テレビ、冷蔵庫、パソコン、ファクシミリ等の 
家題製品や OA 機器の近く。※工事現場、空港の近くや交通量の多い所など、電波障害の起きる所。※乗り物の中（自動車、 
電車、飛行機など）※スチール机等の金属製の家具の上や近く。 



•電波時計のしくみ 

超高精度のセシウム原テ時計を源とする 
時刻情報を持つ標準電波を受信し、現在 
時刻を表示します。 




内蔵アンテナで電波受信 

▼ 

時刻情報を解読 

▼ 

時刻、カレンダーを表示 


使用場所 • わ、手入れ方法 . 

■使巧場所：つぎのよラな巧では、使わないでください。 

♦温度が一10で(か点下10度） L ソ下になる巧♦温度が4日て:む上になる巧。例えば、直射日光が当たるところ、暖房器具などの 
熱風や熱が当たる巧、その他义気に近い巧参ミ谷室など湿気のをい所 •強い磁気や振動がある巧参電波ノイズを発生させる 
ち①①おく 

■お手入れ方 ま： 曰常の手入れの仕ち 

•わくをふくとをは、湿ったやわらかい布でふいてください。•よごれがひどいとさは、水でラすめた中性洗剤をか量、やわら 
かい巧につけてふを、ふいたをで乾ぶをしてください。♦ベンジン、シンナー、アルコール、5ガキ粉、各種ブラシなどは使わ 
ないでください。参巧虫剤、ヘアスフレーなどちかか5ないよラにしてください。 


液晶パネルについて . 

♦見るち向によって表示が薄くなったり、ムラになったりすることびあります。参温度び恆くなると液晶表示の反応び遅くなる 
ことがあります。参温度が高くなるとパネル面が黒くなり、判読でをなくなることがあります。参パネル面に触れないでくだ 
さい。表をが薄くなったりムラになることがあります。しばらく巧置しますと元に房りまず。 

♦液晶パネルが破損した場合、ガラス及び中の液晶には十分注意してください。万一しソ下のげ態になった時は、それぞれの応急処 
置を行ってください。 

※皮膚に付着した場合：付着物をふさ取り、水で流し、石けんで良く洗をしてください。 

※目に入った場合：されいな水で良く洗い流し、最お1已巧間洗浄したあと、医師の診断を受けてください。 

※飲み込んだ場合： 7]<で良く 口の中を洗をしてください。大量の水を飲んで吐き出した後、医師の手当てを受けてください。 
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電波時計部仕様 

精 度：平巧月差±30砂倚温5でから35でで使用した場合） 

(電ぶ受信による時刻修正を行わなし、場合） 

表示精度：±1抄（電波受信による時刻修正を巧った直後） 

使用温度範囲：一10で〜40でただし、表示判断可能温度範囲0で〜40で 

アラー厶： 電子音 アラー 厶1み 間才ートス トップ、 

約5分間スヌーズ、デイリーアラーム磯能か（翌日も同じ時刻にアラームが鳴る） 

アラ-ム精度：表示にがし±0秒 

カレンダー: 2000年1月1日〜2099年12月31日フルオートカレンダー 
使用電池：単4電池1本（イ寸属） 

電池寿命：約1年（アラームを1日1回、使用した場合） 

電波受信機能：自動受信は毎日、午前1時と4時に巧います。（時計表示上の時刻にて） 

※上記の製品仕様は、改良のため予告なく変更する場含があります。 


A ご使用上のを意- 

♦ル！ちの手の届かない所でご使用ください。 

雜お手入れの際は本体をコンセントから损いて<ださい。 
またベンジン-シンナーや洗剤’研磨剤などで磨かないで 
ください。また液がや霧げのをのは使わないでくだごい。 
巧れた時は乾いた布や、水で濡らして固く絞った巧などで 
拭さ取ってください。 

♦お室やミ先面台などの水や、湿気の多い所でご使用にならな 
いでください。 

•本製□ちをワゴンやキャスターおよび固定されていない棚の 
上などに設置しないでください。落下による破損-故障は 
をとより、大きなケガにつなびる怖れびあります。 

©警告- 

♦電源コードは吊り下げたり、コード上をホいたり、負荷び 
かかる状態で使用しないでください。また、本製品はコン 
セントの近くに設置してください。 

♦霊雨時の安全、およぴ長期間使用しない場合はコンセント 
か 5AC/ 日 C アダプターを巧いてください。また乾電池で 
ご使用の場合も、長期間使用しなし觸合は本体か6電池を 
かしてください。長期間放置ずると液漏れを起こし、巧障 
の原因となります。 

♦コンセントとの接続は他の製品との、タコ足配線にならな 
いぶラにして < ださい。 

♦製造元び推奨していない、付属品は使用しないでください。 

♦危険でずので本製品を分解•改造は絶対にしないでくだごい。 


•本製品を過熱げ態か5守って正しくご使用いただくために、 
換気にごを意ください。棚の中に入れている場合は、扉を 
開閉してください。またベッドやラグ、ソファーの上には 
設置しないでください。換気に適さない場所でのご使用は 
お避けください。 

•本製品の電源については、付属の AC/DC アダフターに表示 
されている規格に従ってください。をし、規格に合わない 
場合は電器店もしくは電力会社にお問し、合せくださし、。また、 
乾電池を使う隙ち、取扱い説明書を参照してください。 

•付属の AC/DC アダフターは交流電源用となっております。 
ご家庭のコンセントで使用でをない場合は電器店に確認し 
てください。 


•壁、または天井への設置はお止めください。 

•暖房器具-エアコンなど、熱を生じる器磯の側に設置しな 
いで < ださい。 

参設置場所は直射日光の当たる場巧や、極端に溫度差び生じ 
る場所はお避けください。またモーターなどの雑音びある 
焉所からち遠ざけてください。 

•回路設計にダメージを別ましたり、霊気ショックを引き超 
こす危険びありますので、不必要に本体内部を開けないで 
<ださし、。 

•種類や残量の違ラ乾電池を混ぜて使わないでください。 

参 AC/DC アダプターをコンセントから抜く時は直接アダフ 
一を持ってください。コードを引っ張5ないでください。 


巧守ヴービスについて--- - --- 

似下の状態になってしまった時はコンセントか 5 AC / DC アダプターを巧を、購入店もしくは辟なまでご連絡くださし、。 

•電源コードまたは AC/DC アダプターび損傷した場合•液体をこぼしたり、本患の內部にをのを落とした墙を•本蟲び雨や 
水にさらされた場合♦取扱説明書の記載内容に従ってご使巧されても、正常に機能しない場な適切な操作をされてち正常に機 
能しない堤合のみ補償させていただきます）•何らかの理由で本品を落とした0、破損した攝を♦商品び変形した攝合 

部品で換が必要な場合は必ず販売店もしくは醉社までご連絡ください。不適切な部品を使用されると、出火、感電など、その他 
のを険やケガの原因となることびあります。 







